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■各省庁からのヒヤリング
自民党の部会や調査会での議論とは別

に、来年度予算に向けての各省庁からの
ヒヤリングを受けています。私の関心の
高い、中小企業・小規模事業、農林水産
業、小中高大及び特別支援教育、スポー
ツ振興、地方自治、社会資本整備（道路、
河川、港湾）、障がい者福祉、カーボン
ニュートラル及びエネルギーなどの分野
で説明を受け、議論を深めました。

■自民党本部における各部会や調査会
令和５年度予算編成の議論がスタート

し、自民党の部会や調査会では、概算要
求状況の議論が行われました。省庁から
の説明に対し、来年度の予算に反映させ
るべく、それぞれの議員が、自らの意見
を述べます。私は、総合農林政策調査
会・農林部会の合同会議にて、スマート
農業に関する課題（ドローンを用いた農
薬散布に関する規制緩和）や土地改良区
における電気代の高騰への対策、農福連
携の現状などについて意見を申し上げま
した。

■宏池会在京懇談会
所属派閥である宏池会の在京懇

談会に出席しました。
本懇談会では、各担当者から自民
党内での動きや今後の国会運営の
見通しなどの報告がありました。
10月3日からの臨時国会に向け情報
共有を密にして参ります。

伊曽島漁業協同組合の服部代表理事組合長と。

■海上自衛隊護衛艦「あまぎり」
特別公開(2022.9.3)
四日市港千歳地区において、海上自

衛隊の護衛艦「あまぎり（DD-154）」
の特別公開が自衛隊三重地方協力本部
と海上自衛隊により実施されました。
周辺各国が軍事力を強化し、活動を急
速に活発化させるなど、日本を取り巻
く安全保障環境が厳しさを増している
ことから、防衛力を大幅に強化するた
めに防衛費増額が議論されています。
また、年末に向け防衛３文書（国家安
全保障戦略、防衛計画の大綱、中期防
衛力整備計画）の策定作業も進んでい
ますので、今後の動向を注視し、議論
にも積極的に参加して参ります。

■海苔養殖の種付け
(2022.9.21)
海苔養殖の現状と伊勢湾

の現状について説明を受け
ました。
近年では、下水道の整備が
進んだことにより、水質が
きれいになったため逆に海
の栄養分が減少し、海の生
態系に大きな影響を与えて
いるとのことでした。
今後、現状を調査し、関係
機関と協議しつつ、これら
の問題解決に取り組みます。

防衛省自衛隊三重地方協力本部
本部長岸田佳明１等陸佐と。

外務大臣 林芳正先生（宏池会座長）と。通信は公式LINEにて毎週配信中！
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■KISOSAKIオータムフェスタ
(2022.9.10)
桑名郡の木曽岬町観光協会による、

どでカボチャコンテストが開催され、
多くの小中学生がお祭りを楽しんでい
ました。

■議員運営委員会に出席しました
(2022.9.8)

■プロフィール
生年月日：1971年11月29日三重郡菰野町生まれ
【経歴】
・ 名古屋大学大学院教育発達科学研究科助手
・ 三重県議会議員
・ 菰野町長

【現職】
・ 名古屋大学大学院教育発達科学研究科

附属授業研究国際センター研究員
・ 名古屋大学アジア共創教育研究機構研究員

【主な所属】
・財務金融委員会
・環境委員会
・議院運営委員会
・政治倫理の確立及び公職選挙法改正
に関する特別委員会

【主な党役職】
・国会対策委員
・中小企業・小規模事業者政策調査会幹事
・スポーツ立国調査会
スポーツ・ホスピタリティＰＴ幹事

・団体総局法務・自治関係団体委員会副委員長
・団体総局農林水産関係団体委員会副委員長
・地方組織・議員総局次長

SNS一覧LINE

■諏訪新道ブロックパーティーに出席し
ました(2022.9.25)

■地域移行検討会議に出席(2022.8.31)
菰野町教育委員会主催の中学校部活

動の地域移行検討会議にオブザーバー
として出席しました。

■菰野町小島区の敬老祭にて挨拶
(2022.9.19)
耳常神社にてご挨拶、並びに敬老の

お祝いをお伝えしました。

■母子寡婦福祉対策議連(2022.9.21)
養育費プロジェクトチームが各種

団体から要望を聴取しました。

四日市市高角町交差点から
スタートして全11か所で街頭
演説を実施しました。
１箇所目には、政治家志望の
高校生が電車を乗り継ぎ演説
を聴きに来てくれ、大変頼も
しく思いました。

ウクライナ情勢の長期化、
新型コロナの収束による世界
各国の経済活動の再開、為替
の急激な円安などにより、物
価の高騰が進んでいることへ
の対策をしっかり取り組まな
ければならないことを中心に
お話しました。

この街頭活動の前後において、ハイレベルの国際会議が開催され、世界各国首脳の
動きが活発化してきています。特に、９月15日〜16日にウズベキスタンで行われた
「上海協力機構(SCO)首脳会合」における中国の習近平国家主席とロシアのプーチ
ン大統領の直接会談は興味深く、ロシアからは、ウクライナ情勢における中国の協
力的な行動に感謝の意を伝えたが、一方の中国からは、台湾を含む「一つの中国」
をロシアが支持していることについての称賛は述べられたものの、ウクライナ情勢
に関する具体的な言及はありませんでした。中露関係もウクライナ情勢については、
非対称であることを印象付けた感があります。複雑多様化する世界情勢の中、二国
間の関係は「良か、悪か」の単純な二項対立ではなく、事象によっては立場が異な
ることが当然ですので、微妙なバランスに留意しながら交渉は進めなければなりま
せん。日本と中国、日本とロシアの関係性もゼロサムの関係ではないことを肝に銘
じなければなりません。

■自民党三重県第三選挙区支部月例街宣活動
(2022.9.11)


